
 

Q初等部時代の思い出、印象的な出来事を教えてください。 

 ４年間の思い出は数え切れないほどありますが、中でも特に印象に残っていることは６年生の体育祭

での騎馬戦です。クラス内で予選を勝ち抜き、勝ち取った大将という座で一騎打ちの最後に控えてい

ましたが、クラスメイトの快進撃により、私の出番がないまま騎馬戦は優勝という形で終わってしまいま

した。その時の何とも言えない悔しさは、その後の人生で大きな力になったと感じています。 

Q初等部卒業後、中学、高校、大学と、どのような学生生活を送ってこられましたか。 

 小学２年生からタッチフットボールをしていたことから、部活動でアメリカンフットボール部に所属し、

仲間と共に日本一を本気で目指した、アメフト一色の学生生活でした。その中で高校で１回、大学で

は４年連続日本一を達成し、中学で主将、高校・大学では副将を務め、ただ勝つだけではなく、誰が見

ても自分たちが「勝つべくして勝つチーム」だといわれるチーム作りの大切さと難しさを学びました。ま

た、No.1プレイヤーを目指した結果、大学４年生時に年間最優秀選手に贈られるチャック・ミルズ杯を

受賞することが出来ました。 

Q ４月からの新生活に向けて、抱負を教えてください。 

  ４月から私は社会人としての第1歩を踏み出します。今までの22年間、私に関わってくださった多く

の人たちへの恩返しができるよう、また 15年間続けてきたアメリカンフットボール人生で学んだ多くの

ことを活かして、多くの人に良い影響を与え、世の中に貢献できるような人間になり、関西学院初等部

第１期生として、後輩たちの良い見本となれるような立派な社会人になりたいと思っています。 

Q初等部の後輩たちに向けて、メッセージをお願いします。 

 僕から伝えたいメッセージの１つ目は、毎日何か新しいことに挑戦してください。皆さんには無限の可

能性があります。失敗しても全然いいんです。自分にはできないと決めつけずに、たくさん成功したり

失敗したりして、色んな発見をしてください。それが何年後かに必ず自分の大きな力になるはずです。 

２つ目は、横にいる友達を大切にしてください。たくさん自分の話をして、友達の話に耳を傾けて下さ

い。初等部でできた友達は一生の友達になるはずです。中学・高校・大学で色んな悩みにぶつかった

時、自分を助けてくれるのは友達であり、友達を助けてあげるのはあなたです。一生の友達を大切にし

て、初等部生活を思う存分楽しんでください。 

 


